
ビーウィズ株式会社様
CASE STUDY ビジネスチャットアプリ

勤務地 勤務地

勤務地 勤務地
『InCircle』

経営企画部　広報副部長　小宮里砂様 経営企画部　リスクマネジメント担当部長　大塚浩二様

コンタクトセンターの運営 BPO サービスの提供
事業内容：自社開発のクラウド型 PBX「Omnia LINK」等のデジタル技術を活用したコンタクトセンター・BPOサービスの提供、
及び各種AI・DXソリューションの開発・販売／設立：2000年 5月 12日／従業員数：8,091 名（2021年 11月 30日現在）
※正社員・契約社員・アルバイト社員を含む／URL：https://www.bewith.net/

8,000人の従業員に企業理念を伝えたい…
『InCircle』で挑んだコミュニケーション改革
クラウドコールセンターシステム「Omnia LINK」等のデジタル技術を活用した、コンタクトセンターの運営やアウトソーシング事業、また
アプリケーション開発など様々な分野で全国の企業活動を支援するビーウィズ株式会社様。
約 8,000 人以上の従業員を擁し、全国に事業所を構える同社はその規模や働き方の多様さゆえ、ムラのない均一的な情報共有が難しいこと、
また企業理念やビジョンがすべての従業員まで浸透しないことが課題になっていたと言います。
そうした課題を解決するために導入された『InCircle』は、同社においてどのように活用され、どのような変化をもたらしたのでしょうか。
導入を主導された経営企画部・大塚様と、同社の広報担当であり日々の業務で『InCircle』を活用されている小宮様にお話を聞きました。

導入目的

課　　題

導入効果

運用方法

●すべての従業員に統一のコミュニケーション手段がない
●複数の勤務地などにより帰属意識が希薄

BEFORE

●コミュニケーションが活性化
●帰属意識が向上

AFTER

従業員間における、均一でリアルタイムなコミュニケーションの実現。
企業理念やトップのメッセージの伝達による、従業員の会社帰属意識の強化。

人数が多く勤務する場所も異なる従業員へ、簡易に会社からのメッセー
ジを伝えるコミュニケーション手段の確立。
特に短期アルバイトスタッフなどに顕著であった、帰属意識の希薄さの
解消。

コミュニケーションが活性化。お客様先に勤務する従業員や、外出中の従
業員にもリアルタイムな情報伝達が可能に。
経営理念や本社からのメッセージ、社内報など、会社が発信する情報が
社内にくまなく届くようになり、帰属意識も向上。

従業員のモバイル端末に『InCircle』をインストール。部門やPJTごとに
トークルームを立ち上げ、日常の業務連絡手段として活用。
社内報の発信や、会社からの伝達事項・注意喚起などの公式メッセージに
も利用し、従業員の安全、安心にも役立てている。

本社
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お客様先で勤務する従業員にも確かな帰属意識を持ってほしい…
たどり着いた解決法が『InCircle』

大塚様　導入は2018年でしたが、当時、当社は２
つの課題を抱えていました。
まず、会社への帰属意識を強めたいという課題です。
当社のビジネスはアウトソーシングサービスなの
で、お客様企業の現場に赴いて働いている従業員
も多いんです。
そうした従業員はお客様企業のことはよく知って
いても、自分が所属しているビーウィズ株式会社の
ことをよく知らない…というケースもありました。
また当社はアルバイトで勤務するスタッフさんもた
くさんおりますが、正社員と比べてみるとどうしても
自分の会社を知ることが難しい立場にあるのは仕
方がないこともあります。
当社としては、すべての従業員に当社のことはよく
知っていてほしいし、経営側からも従業員に対して
様々なメッセージを発信して一丸となりたいと考え
ていたので、これは積年の課題でした。
もう１つあったのは、経営理念、行動理念の浸透
という課題です。
当社にも経営理念や行動理念、経営の基本方針な
どが定めてあります。
ところがそれを詳細に理解しているスタッフさんが
少ない。
せっかくの理念もスタッフさんが良く知らないとい
うのでは意味がないですよね。
こうした２つの課題を解決してほしいと、社長から
私にオファーがあったんです。

小宮様　当時は従業員数が増加しはじめた時期で
もあり、拠点も全国にありますから、帰属意識の希
薄さや理念の認知度の低さというのは私も感じて
いました。
ただこれはアルバイトで勤務するスタッフさんが多
い企業では永遠のテーマであって、簡単に改善さ
せるのは難しいんじゃないかと、その時は思っていま
したね。

『InCircle』のようなコミュニケーションツールを探し始めたきっかけを教えてください。

その時、『InCircle』の導入を判断した決め手は何でしたか？

大塚様　まず簡便に使い始められることがあり
ました。
導入に当たって端末上での準備やインフラの準備
に時間がかかるようなアプリケーションでは、そ
もそも誰も使ってくれないと思ったので。
それから操作がしやすく、場所を選ばずすぐ使え
るという点ですね。
先ほど申し上げたように、当社の従業員はお客様
の現場で働く者も多いんです。
ビジネスの性質上、職場のセキュリティレベルが
高いことは当たり前ですので、業務の現場では正
式に支給された端末とアプリケーション以外は
使用禁止です。
そうなると、当社配給のアプリケーションが使える
場所・時間というのは限られてくるわけで、そん

大塚様　そういうわけで２つの課題についていろ
いろ考えたのですが、とにかくこの課題は２つとも
コミュニケーションの難しさが原因で起こって
いるものです。
なので、コミュニケーションを改善するツールを探
し始めました。
それが最初のきっかけですね。
最終的には『InCircle』を含む３つのアプリケーショ
ンが候補に残ったのですが、結果的に『InCircle』に
決めました。

な状況下でもスムーズに情報交換できるアプリ
ケーションを…ということで操作性を重視しまし
た。休憩時間中やその日の業務が終わった後
にモバイルですぐに確認できる。
また毎日使うものですから、高機能で操作が複雑
なものより、シンプルで操作しやすいものの方が
いいだろう、という考えもありましたね。

小宮様　初めて使った時は、確かに操作が簡単だ
な、と思いました。
ただそうであっても、アルバイトで勤務するスタッ
フさん全員が使ってくれるかどうかというのはまた
別の問題で、最初のうちはとにかく「使ってもらう」
ことには苦労しましたね。



日常の業務連絡、社内報配信、コロナ禍の情報伝達…
多彩なシーンで8,000人が『InCircle』を活用中

大塚様　よく使うユーザーも、そうでないユーザー
もいるにせよ、基本的に利用対象者は約8,000人
の全従業員です。
使い道ですが、コミュニケーションの活性化という
のが根本的な目標だったので、日常業務の中で連
絡手段として積極的に使っています。
チーム別や部門別など、いくつかのトークルーム
を立ち上げて、その中でやりとりをしていますね。
特にコロナ禍においては、『InCircle』がかなり威
力を発揮してくれました。

現在、『InCircle』を具体的にどのように使っていますか？

『InCircle』の導入で社内に変化はありましたか？

小宮様　導入前にもグループウェアのような、メッ
セージを交換できるアプリケーションはあったので
すが、『InCircle』はそれよりずっとラフで、使い
やすいんですよね。
だから『InCircle』の導入によって、部門やチーム
ごとの連絡が気楽にできるようになったのは大き
な変化だと思います。
正社員もアルバイト勤務のスタッフさんも分け隔
てなく、グループ単位で一気にメッセージが伝わ
るというのはとても便利です。

社内の「SDGs推進委員会」は、『InCircle』を通じ
て社員の環境改善意識の向上に取り組んでいます。

「セキュリティマネジメント室」は、趣向を凝らした情
報マガジンを『InCircle』で社員に配信。

地震などの緊急時にも、素早く連絡・伝達ができ
るようになりました。

大塚様　想定していた以上に、従業員のみなさん
はすぐに受け入れてくれましたね。
当初の課題であった帰属意識や理念浸透の課題
も、改善されたと思います。
実は私の狙いとしては、ビジネス面での連絡手段
の他にも、コミュニケーションを円滑にする手段と
して使ってほしいというのもあったんです。

感染に関する情報や注意喚起、会社としての対応
などをビルごと、職場ごとに伝えることができる
わけです。
一番便利で一番確実に伝達できるツールなので、
現在に至ってもコロナ関連の連絡にはよく使って
います。

小宮様　他には、会社からの広報メッセージを伝
えるツールとして使っています。
これによって当初の課題であった帰属意識の改善

もちろん、業務用の連絡アプリですから、使
用用途は業務上のことに限定しているわけで
すが、例えば「今日、チームで飲みにいきましょ
う。〇〇駅に〇時集合で…」など、仕事の延
長線でのあまりはみ出しすぎない程度のライトな
内容であれば、そういう使い方も許可しています。
コロナ禍前は実際にこうしたやりとりもみんな日常
的にしていて、そういう意味では当初の課題はお
おむねクリアできていますね。

や、企業理念の浸透を推し進めているんです。
『InCircle』導入前、私たち広報としては、すべて
の従業員に対していかに社内広報を行なうか…と
いうのがひとつの課題でした。
お客様先で働く者もいれば、アルバイト勤務のス
タッフさんの中には短期契約者もいれば夜間勤務
者もいる。
属性についても、主婦もいれば学生もいる…。
そうした千差万別の就業スタイルの中で、分け隔
てなく情報を伝えたかったんです。
それを実現してくれたのが『InCircle』です。
現在は『InCircle』を使って、全従業員に社内報
を配布したり、オウンドメディアの内容を案内し
たりしています。
社内でも従業員に対して何らかの情報を伝えたい
部門は多く、例えばセキュリティ部門は情報管理
について注意喚起したい、総務部は当社の
SDGsの取り組みについて知ってほしい…など
です。
そうした各部門からの情報を「InCircle] を使って
で、従業員に発信しています。

小宮様　それから変化といえば、業務で一般的
な SNSを使わなくなったことも大きいのかと思
います。
例えばリーダーが、シフト等で当日お休みの従業員
に連絡をとろうと思った時、『InCircle』導入前は
一部で一般的なSNSを使わざるをえませんでした。
ところがそうした SNS はプライベートでも使われ
るため、ID を聞かれるのが嫌だという従業員もい
ましたし、情報漏洩の危険もあります。
導入後は、業務に関する連絡はすべて当社の公式
連絡アプリである『InCircle』を通じて行なうこと
になり、こうした懸念はなくなりました。



社　　名 ： ビーウィズ株式会社
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大塚様・小宮様　ありがとうございました。
※本取材は感染症対策に十分な配慮をしたうえで行なっています。

設定変更の手軽さとトータルバランスを高く評価　ツール導入前には目的と運用方法の検討を

大塚様　設定の変更が幅広く、簡単にできること
は高く評価しています。
例えばユーザーの属性によって閲覧できる情報や
操作を制限できる機能などは、従業員数が多い当
社としてはかなり使い勝手がいいと思っています。

小宮様　確かにそれは管理側からすると大きな
メリットです。
届けたい情報を届けたい人にだけ届ける…と

『InCircle』の、特に高く評価できるポイントはどんなところですか？

大塚様　まずチャットツールを導入する際、どういっ
た目的でどう使うか…は、事前によく検討した方が
よいと思います。
抱えている課題が当社とまったく性質の異なるも
のであれば、もしかして『InCircle』という選択
肢にはならないかもしれません。
またアプリケーションを入れれば必ずコミュニケー
ションが改善されるというものでもないので、使
い方、運用方法というのもやはりよく考えなけれ
ばなりません。
仮に当社と似た課題をお持ちの企業様であれば、
トータルバランスという面で『InCircle』は非常に
おすすめできると思います。

最後に、『InCircle』先輩ユーザーとして、未導入の企業の皆様へコメントをお願いします。

本日はありがとうございました

小宮様　私はやはり、シンプルさという点を高く
評価して『InCircle』をおすすめしたいです。
当社でもいくつかのアプリケーションやシステム
を導入していますが、機能が過多で、既存のシス
テムとの棲み分けに悩むようなものもあります。
その点、『InCircle』はシンプルだからこそ使い
やすく、また目的が定まりやすいと思うんです。

いった情報管理は、大勢が使う中では必要になり
ますから。

大塚様　今後も、スマホなどのモバイル機器で使
えるという点を活かして、どんどん進化してほし
いと思っています。
例えば共有サーバのように、『InCircle』の中に
常に就業規則などのファイルを格納しておいて、
いつでも閲覧できるようになると便利ですよね。
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